
新

）」を執筆、発刊し、

規

併せて 第５巻「歴史編

完

Ⅲ（近現代）」調査・

了

執筆、発刊及び

歴史編

事

Ⅰ・Ⅲの編纂に係る調

業

査・執筆を進めた。 歴

ゼ

史編Ⅰの編纂に係る調

ロ

査

個人などが所蔵する

予

古文書等の情報収集及

算

び整理・目 個人などが

事

所蔵する古文書等の情

業

報収集及び整理・目

録

担

化による史料散逸防止

当

録化による史料散逸防

者

止

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成22年度　実績 平成23年度　実績

平成24年度　実績 平成25年度　実績

平成26年度　実績 平成27年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２７年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 千葉剛成

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 ３６２２

事務事業名 6080 市誌編さん事業

所　　属 130500 市民共創部・生涯学習スポーツ課

施　　策 04012000 生涯学習・文化芸術を核としたまちづくりの推進

会計 01 一般会計
予算

科目 100601 教育費・社会教育費・社会教育総務費
科目

事業 030000 市誌編さん事業

事業目的 事業概要・効果 

市誌編さん事業は、市民が須坂市の豊かさや太古から 市誌編さんにあたり、歴史編の資料調査、地誌・民俗

現代までの先人の営みを学ぶことで、共感し、自ら発 編の現地・文献調査を行い、収集した資料の活用と保

送し活動するための「ひとづくり」や「まちづくり」 存を図る。また、収集した資料の紹介

内

や中間報告を兼

に寄与

部

することを目的とする

評

。 ねた「文化・歴史講

価

座」を開催し、市民へ

【

生涯学習機

会の提供や

二

市誌編さん事業への理

次

解を深める。

Ｈ23自

】

然編、Ｈ25地誌・民

1

俗編：Ｈ26歴史編Ⅱ

頁

、Ｈ27

歴史編Ⅲを刊

平

行し、平成29年度ま

成

でに歴史編Ⅰ、年表

を

２

発刊する予定。

ＰＬＡ

７

Ｎ－ＤＯ

年度実績及び

年

予定

平成22年度　実

度

績 平成23年度　実績

　

須坂市誌第１巻「自然

行

編」を発刊した。

平成

政

24年度　実績 平成2

評

5年度　実績

第２巻以

価

降の執筆に係る調査研

事

究活動 須坂市誌第２巻

業

「地誌・民俗編」を発

別

刊し、併せて歴

史編Ⅰ

シ

～Ⅲの執筆準備のため

ー

、専門員及び各歴史分

ト

野

の専門家による調査

実

研究を進めた。

また個

計

人などが所蔵する古文

対

書等の情報収集及び整

象

理

・目録化を進め、史

評

料の散逸防止を図った

価

。

平成26年度　実績

対

平成27年度　予定

第

象

４巻「歴史編Ⅱ（近世



1

正規職員 0.2 0.2
人員数

嘱託職員 0.4 0.4
（人）

臨時職員 9.0 8.0

正規職員 1,371.6 1,371.6

人　員 嘱託職員 1,090.0 1,090.0

コスト 臨時職員 10,593.0 9,416.0

計 13,054.6 11,877.6

市民一人当たりの経費 0.5 0.5

総額 23,739.6 23,575.6

（単位：千円）

平成26年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

市誌執筆謝礼、調査謝礼、歴史文化講座講師謝礼
8節  報償費 4,487

市誌「歴史編Ⅱ」・資料目録の印刷、消耗品他
11節 需用費

内

4,903

コピー機点

部

検委託
13節 委託費

評

237

15節 工事請

価

負費 0

19節 負担金

【

補助及び交付金 0

郵便

二

料・電話料、機器賃借

次

料、備品購入費外
その

】

他 1,058

2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成26年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費 10,685 11,698

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 2,191 2,787

一般財源 8,494 8,91



委

されている

評   価

託

コメント

・成果を落と

費

さずにコストを削減す

1

る方法はあるか

効 率

5

 性 ・効率性向上に努

節

めているか やや向上

・

 

使用料などの受益者負

工

担や補助対象事業の範

事

囲など、財源確保の余

請

地はないか

市誌の印刷

負

製本の発注にあたり、

費

指名競争入札している

1

が、低価格で落札して

9

おり印刷製本費の縮減

節

が図れた

。
評   価

 

コメント

振り返り（決

負

算年度の取組み課題）

担

計画通り須坂市誌第４

金

巻「歴史編　Ⅱ」を発

補

刊した

助及び交付金

その他

ＣＨＥＣＫ

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成27

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

市誌執筆謝礼、調査謝

平

礼、歴史文化講座講師

成

謝礼
8節  報償費 4

2

,600

市誌「歴史編

7

Ⅲ」・資料目録の印刷

年

、消耗品他
11節 需

度

用費 5,636

コピー

当

機点検委託
13節 委

初

託費 243

15節 工

予

事請負費 0

19節 負

算

担金補助及び交付金 0

　

郵便料・電話料、機器

事

賃借料、備品購入費外

業

その他 1,219

ＣＨ

費

ＥＣＫ

個別評価

項目 評

の

価観点 評価内容

・市民

内

の生命・財産を守るた

訳

め市が実施することが

主

必要不可欠な事業であ

な

るか

・行政内部の管理

節

運営上必要な事業であ

金

るか

必 要 性 ・市が

額

主体となり実施すべき

内

事業か 必要不可欠

・法

容

的な根拠や公的関与の

8

妥当性はあるか

・目的

節

は結果（施策の目指す

 

理想）に結びついてい

 

るか

市誌の発刊等によ

報

り市民共有の文化的遺

償

産を次代に継承する

評

費

   価

コメント

・事

1

業の成果は上がってい

1

るか

・目標に対する達

節

成度は十分か

有 効 

 

性 ・市民生活上の課題

需

解決に貢献しているか

用

普通

・行政内部の管理

費

上の課題解決に貢献し

1

ているか

・事業の目的

3

が達成できるような事

節

業内容になっているか

 

市誌が市民に広く頒布



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 簡易な改善（拡大） 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

計画通りに発刊できている。市誌編纂による成果も、 計画どおりに進捗している。

講座を開催し、

内

市民に還元している。

部

外部評価

次年度以降の

評

方向性

外部評価コメン

価

ト

【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


